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先 日,某 テ レビ局の番組 で腰 痛の こ とを特 集 していた。腰 痛の約15%は 原因 がはっ

きりしているが,残 りの大部分 は原 因が不明で あるとい う。今 までは腰痛 は4本 足 で歩

行 す る動物 には起 こらず,2本 足 で動 くよ うにな った ヒ トの宿命 とも言 えるもの と して

とらえられ ていた。 しか し,こ の こともアフ リカの原住民 では,腰 痛 はほとん どない こ

とか ら否定 され るようになった。 この番組で福 島県立 医科大学 の整形外科 教授 で,現 在

学長 をされてい る菊地先生 は,腰 痛 の世界 的権威 で あると して紹介 され ていた。最近,

腰痛 の原因 と してス トレスが大 き くクローズ アップ されて きた とい う。幸いに して自分

はまだ腰痛で苦 しんだ ことはないが,自 分の知 り合 いの数人 に腰痛持 ちがい るので,も

しか してその人達 もス トレスが原 因で はと考 えて しまった。 ス トレスとは,外 界の刺激

に対す る生体 の反応 の ことで あ り,1935年 にセ リエ(Selye)と い う人が初 めて使用 し

た とされてい る。 もともとは物体 に力 を加 えることで生 じる歪み を意味す る言葉 で,大

きく分 けて物 理的,化 学 的,生 物学的,精 神 的ス トレスの4つ に分 けられてい る。 ス ト

レスに関連す る身体 の症状で は頭痛,肩 こり,め まい,神 経痛,手 足 の しびれな ど多数

が挙 げられてい るが,手 元 にある資料 は古いためか,さ す がに腰痛の ことは記載 されて

いない。 しか し,痛 み,違 和感,全 身倦 怠,食 欲不振 な どとは関連性 が示 されてい る。

ス トレスが持続す る とうつ病,身 体表 現性 障害 ,身 体疼痛性障害 などと関係 して くるよ

うで ある。

歯科 の領域 では,歯 周病 においてス トレス との関係 が半世紀 も前か らいわれ てきたこ

とで あるが,こ と歯 内療法 に関 しては,自 分 が学生時代 か ら現在 に至 るまで,学 生 が使

用す る教科書 を調べ る限 り全 く記載 がない。 とい うこ とは,歯 内療 法はス トレス とは無

縁 なのかな と考 えて しま う。歯内療 法には二大疾患 といわれ る歯髄 疾患 と根尖性歯周疾

患が ある。歯髄疾患の なか には,原 因がよ くわか らない特発性歯髄 炎 とい うものがあ り,

象牙粒や変性 な どによって起 こる石灰化 の関与 が指摘 されてい るが,臨 床 的にはエ ック

ス線で象牙粒 がみつ か らな くて も起 こることがあるので(本 当の ところは病理組織学的

に調べてみ ない とわか らないが),ス トレスが原因で直接的 に歯髄炎 が起 こることはま

だ報告 されていな くて もあ り得 るのかな と考 えて しま う。実際にはス トレスが原因の ブ

ラキ シズムによ り咬合性外傷 を引 き起 こし,間 接的 に歯髄 炎が起 こることはある。根尖

性歯周 炎につ いて も同 じようにス トレスが原 因で直接引 き起 こす ことは報告 されてい な

いが,ス トレスは免疫力 を低下 させ るので,悪 化 させ る要因ではあ り得 る。医学書 には,

ス トレスで痛み を感 じることが記載 されているが,歯 の痛 みに関 してはほとん ど記載 さ

れていない。 もしス トレスが直接 の原 因で歯髄炎 を引 き起 こし,痛 みを感 じてい るので
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あれば,抜 髄すれば痛みは消 えるはず である。 しか し,実 際には抜髄 して も痛み が消 え

ない症例 がある。 しか もその痛 みが,単 に歯の部分 に投影 されたよ うな痛み な らなお さ

らの ことで簡単 には消失 しない。歯 が原 因で ない歯の痛み,い わゆ る非歯原性の歯痛 に

関 しては 自分が学生時代か ら口腔 外科領域 でいわれていたの を覚 えてい る。 しか し,日

本の歯内療 法学 の教科書 には全 く記載 されていないので,国 試に も当然の ことなが ら出

題 されず,そ のため学生 に教 えてい ないのが現状 である。 ところが,ア メリカの教科書

ではほとん どの本に非歯原性の歯痛 に関す る記載 があ り,日 米の間 にはかな りの開 きが

あ る。 日本の学会では,数 十年前 か ら散発的に発表 がな され てお り,最 近では報告 され

る数 が増 えて きた。そ して昨年度で は特別講演 とか を企画 して専門家の話 を聞 くよ うに

な り,歯 内療法学会のなかでは徐 々に認知度が高 まって きた。 しか し,局 所的には何 も

病変 がな く,単 に痛みだけ を対 象 とす るとい うの は客観 的な評価 に乏 しく,非 常に難 し

い ことで ある。 その結果 として課題 がまだ多 く残 されてお り,例 えば用語 が統一 されて

いない,定 義 があい まいで ある,診 断基準 がはっき りしない(も っ とも患者の訴 えるこ

とがば らば ら),分 類 もあいまいな点が あることなどか ら,ど うして もなかなか統 一 し

た見解 を出せ ないでい るのが現状 であ る。歯髄炎の症状 に極 めて似 てい る疾患 に非定型

歯痛 とい うのがある。非定型歯痛 とい う言葉 は完全 に統一 された用語 ではないが,現 在

ではかな り広 く使われてい る用語で ある。 非定型歯痛の病因論や病態生理学 的なことな

ど明確 な ことはわ か らず,抜 髄後 や抜歯後 に よ く発症 す ることか ら求心路遮 断痛 とも

考 え られてい るが,イ ンレー形成 だ けで も発症す る ことか ら不 明な ことが多い。 しか

し,非 定型歯痛 の症例で は,局 所的 に歯髄 炎 も根尖性歯周炎 もほとん どない ことが報告

されてい ることか ら,痛 み だけが歯の部分に投影 されていると考 えられ る。 この場合 に

は,局 所 をい くら治療 して も効果が まった くないはず である。最近,う つ病 の発症 には

ヒ トヘル ペス ウィル スHHV-6の 関与 が示 唆 されて お り,こ のウ ィルスが ス トレスによ

りタ ンパ ク質 を産生 し,そ の濃度 が高 くなるとうつ病 が発症 されやすい とい う。 この非

定型歯痛で はうつ病 との関係 が示唆 されてい ることか ら,ス トレスが うつ病 を引 き起 こ

し,ま たは うつ病 にな らないまで も痛み を誘発 してい ることが考 え られ,こ の病気にお

いて も間接的 にス トレスが原 因である可能性 が高 まってい る。現在 まで,歯 内療法の領

域 において はス トレスが直接 的に影響 してい ることは まだ報告 され ていないが,間 接 的

にはス トレスとの関連性 が少 しずつ解 明 されて きてい る状況 であ る。

(奥羽大 学歯学部歯科保存学講座)
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